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加曽利貝塚博物館への期待とあり方

I 

わが国屈指の大貝塚として知られ、考古学研究

史の上に輝やかしい足跡を残す加曽利貝塚に、こ

のたび博物館が誕生したことは、昭和39年以来、

この貝塚の発掘調査に参加してきた一人として、

まことに喜びにたえない次第である。

いま、博物館としての建物と展示の整備が一段

落を告げ、「貝塚博物館紀要」の刊行にまで進展

を見たことは、いよいよこの博物館の今後の発展

を約束するものとして、欣快にたえないことはい

うまでもあるまい。それと同時に、この加曽利貝

塚博物館の使命、あるいは将来のあるべき姿につ

いて、この時点において十分に思いをめぐらし、

遺憾なきを期するべきであると信ずる。

今日の産業社会の高度かつ急速な伸長は、わが

国の経済的な繁栄にもとづくものとして慶賀すべ

きではあるが、他方において、それに伴う各種の

造成工事があまりにも活発におこなわれ、貴重な

文化遺産が次つぎに失われるという事態を招くに

いたった。この加曽利貝塚も、その危機に見舞わ

れ、破壊に瀕したことは衆知のとおりである。さ

いわいにも、多くの識者によって保存の努力がな

され、いちおう消減をまぬがれ、さらに博物館の

建設にまでおよんだことは、類の少ない文化財の

救済保存に成功した好例として、長く記憶される

べきであるし、関係者に感謝し、またその功を讃

えるものである。

Il 

さて本題に入って、加曽利貝塚博物館のあり方

について考えてみよう。従来、博物館は社会教育

機関であり、資料の保存機関としての役割を果す

べきものだといわれてきた。たしかに、昭和39• 

40年度の大発掘による出土品がすべて収蔵され、

後者の役割は果されることになっている。資料の

散逸によって、価値を大巾に失なった遺跡の多い

ことを思うならば、幸いとせねばならない。前者

清水潤

についても、立派な陳列室と陳列ヶースが備えら

れ、すぐれた展示がなされているから、教育的効

果が年と共に向上することは疑いない。しかし、

これらをもって能事終れりとするわけにはゆかな

いと思われる。たとえ望蜀のそしりを受けようと

も、わたくしには、まだ望んでやまぬ面が残され

ている。

一般に、博物館が独自の研究をおこない、斯学

のリーダーとなるべきだという考えが、わが国で

はどうも稀簿のように思われる。藤田亮策先生が

生前、力説されたのもこの点についてであった。

諸外国における常識が、どうしてわが国では失な

われ、博物館は単なる古物の物貯と化してしまう

のであろうか。

忌憚なくいわせてもらうならば、この加曽利貝

塚博物館にしても、完成と同時にこの途へ迷いこ

む危険があるのではないかと恐れられてくる。み

づからが研究した成果を展示してこそ、観客にア

ビールするのであって、漫然と常識的な陳列をつ

づけたのでは、それは社会教育にも専門教育にも

貢献するところが乏しいのではなかろうか。ほか

では見ることのできないような研究成果を挙げう

る研究機関に育ってほしいと、わたくしは切にね

がうのである。

m 
研究機関といっても、ぼう大な施設や人員を要

求するものではない。まず、加曽利貝塚の研究に

おいて、他に比肩するものがないという域に、早

＜達してもらいたいのである。また、条件が許す

ならば、千葉市を中心とする東京湾沿岸の貝塚に

ついて総合的な研究をおこなってもらえれば、満

足だと思う。

それには、必ずしも、研究者をやたらに多数擁

する必要はなく、少数情鋭主義（といっても、最

低 5~6人は必要であろうが）で結構だから、千
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葉市周辺の貝塚については、この博物館を利用し

なければ語ることができない、ということになっ

て欲しいというのである。これは、加曽利貝塚自

体の研究のためにも、その展示のためにも当然必

要なことであり、わたくしは決して不可能な事だ

とは思わないのである。

この博物館を中核として、いま述べたような範

囲で、資料の収集がなされ、着実な研究が積み重

ねられて、この地域の考古学の資料セソターとい

う形をとることによって、この博物館の意義が高

揚されることを信じて疑わない。そして、その研

究内容の高度な点において、他に比類のない、わ

が国において範とされるべき博物館に、 1日も早

く成長してほしいものである。

N 

さらに、わたくしの期待をもう少し発展させる

ことをお許し願いたい。

過日、ある人びとから、この博物館を見学した

が、質問に答えてもらえるような状態ではないよ

うに思えた、との苦言を耳にした。はなはだ申し

にくいことではあるが、わたしは、それを聞いて

愕然とした。博物館は教育機関であって、とくに

社会教育に重点がおかれていることは、いまさら

博物館法を持ち出すまでもなく自明の理である。

専門家にも、もちろん高度な質問とそれに対する

解答が必要ではあるが、それ以前に、青少年や一

般の社会人に対しては、基礎知識の不足からして、

十分な指導が不可欠である。これを欠く時は、か

えって興味を失なわせ、考古学に

脊を向けさせるおそれなしとしな

い。広く考古学の知識を普及する

ことによって、まず文化財の保護

を徹底させることが、今日焦眉の

急 と考えられるから、この課題は

きわめて重要である。

もちろん、この教育に当る者が

無責任な素人であってはならない。

いかに門前の小僧が習わぬ経を覚

えても、その仏典を講義すること

はできないたとえで、聞きかじり、

ロ真似の説明では教育にならない

のであって、そのような素人の解

説は利用者にとって大きな迷惑と

いわねばなるまい。

聞けば、この博物館の専門職員、研究と教育に

たずさわるべき学芸員がたった 1人だけだという。

しかも、博物館の運営にも、当然専門的な知識や

経験が必要であるが、そのような該当者が不在の

ため、その 1人の学芸員が実質的な館長の業務ま

で代行しているといった状態であるという。これ

では、博物館本来の任務を果すことはほとんど不

可能に近い。いかに優秀な学芸員といっても、 1 

人の能力には限界がある。まず、社会教育機関と

して、この博物館が一般に公開されている以J::、

1日も早く学芸員を補充して、いかにして観覧者

の熱心な質問に答えるかという難問を、直ちに検

討していただきたいと思う。そして、そのような

実質的な体験と、専門的な業積をもった学芸員の

中から、優秀な館長が選ばれ、この博物館の本来

の使命や、わたくしたちの期待に十分こたえうる

ような運営をしていただきたいと、切に希ってや

まない者である。

最後に苦言めいたことを述べて、まことに恐縮

ではあるが、わたくしの加曽利貝塚博物館に対す

る希望と期待ということになれば、そしてわた＜

しの愛着が深いからには、ぜひとも以上のことを

語らざるをえなかったまでである。

（ 
千葉市加曽利貝塚博物館協議会委員

慶応義塾大学文学部教授・考古学
） 
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